
和歌山県教育委員会
わ か やま けん きょう いく い いん かい

人権学習パンフレット
じん けん がくしゅう

性の多様性と人権
せい た よう せい じん けん

　　性性
せいせい

はは多多
おおおお

くのくの要要
ようよう

素素
そそ

からから成成
なな
りり立立

たた
っています。「っています。「身身

か ら だか ら だ
体体のの性性

せいせい
」のみではなく、」のみではなく、

「「性性
せいてきせいてき

的的指指
しし

向向
こうこう

」「」「性性
せいせい

自自
じじ

認認
にんにん

（（実実
じっかんじっかん

感感するする性性
せいせい

）」などがあり、それぞれの）」などがあり、それぞれの組組
くく

みみ合合
ああ

わせにより、わせにより、様様
さまざまさまざま

々々なな性性
せいせい

のの在在
ああ

りり方方
かたかた

があります。しかし、があります。しかし、私私
わたしわたし

たちは、たちは、
性性
せいせい

を「を「女女
じょせいじょせい

性性」と「」と「男男
だんせいだんせい

性性」の２つだけに」の２つだけに分分
わわ

けてけて考考
かんがかんが

えがちです。　えがちです。　
　このような　このような社社

しゃかいしゃかい
会会のの意意

いい
識識
しきしき

によって、によって、性性
せいてきせいてき

的的マイノリティ（マイノリティ（少少
しょうしょう

数数
すうすう

者者
しゃしゃ

））
のの人人

ひとひと
たちはたちは生生

いい
きにくさをきにくさを感感

かんかん
じたり、じたり、嫌嫌

いやいや
なな思思

おもおも
いをもったりしながらいをもったりしながら生生

せいせい

活活
かつかつ

していることがあります。していることがあります。私私
わたしわたし

たちは、「たちは、「性性
せいせい

はは多多
たた

様様
ようよう

」であることを」であることを
知知
しし

るる必必
ひつひつ

要要
ようよう

があります。があります。
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　 「LGBT」という言
こと

葉
ば

を聞
き

いたことがありますか？
 　「LGBT」は、Lesbian（レズビアン）、 Gay（ゲイ）、Bisexual（バイセクシュアル）、
Transgender（トランスジェンダー）の頭

かしら
文
も

字
じ

をとって組
く

み合
あ

わせた言
こと

葉
ば

で、性
せいてき

的マイノリティ
を表

あらわ
す言

こと
葉
ば

の１つです。各
かくしゅ

種の調
ちょう

査
さ

によると性
せいてき

的マイノリティにあたる人
ひと

は約
やく

３～ 10％とされ
ており、決

けっ
して少

すく
なくはないことが知

し
られています。

　性
せいてき

的指
し

向
こう

とは、どのような性
せいべつ

別の人
ひと

を恋
れんあい

愛対
たい

象
しょう

として好
す

きになるか、ということです。こ
れは自

じ
分
ぶん

の意
い し

志で選
えら

ぶことはできず、無
む り や り

理矢理に変
か

えることはできませんし、すべきことでも
ありません。

性
せいてき
的指

し
向
こう

L Lesbian　レズビアン
女
じょせい

性の同
どうせいあいしゃ

性愛者（実
じっかん

感する性
せい

が女
じょせい

性で恋
れんあい

愛対
たい

象
しょう

も女
じょせい

性）

G Gay　ゲイ
男
だんせい

性の同
どうせいあいしゃ

性愛者（実
じっかん

感する性
せい

が男
だんせい

性で恋
れんあい

愛対
たい

象
しょう

も男
だんせい

性）

B Bisexual　バイセクシュアル
両
りょう

性
せいあい

愛者
しゃ

（恋
れんあい

愛対
たい

象
しょう

が女
じょせい

性にも男
だんせい

性にも向
む

いている）

わたしは相
あい
手
て

の性
せい
の在

あ
り方
かた
に

関
かんけい
係なく、恋

れん
愛
あい
感
かん

情
じょう
を抱
いだ
きます

わたしは誰
だれ
に

対
たい
しても恋

れんあい
愛感
かん
情
じょう

を抱
いだ
きません

　多
た
様
よう
な性

せい
について知

し
ろう11

他
ほか

にも、様
さまざま

々な性
せい

の在
あ

り方
かた

があります・・・



2

　性
せい

自
じ

認
にん

（実
じっかん

感する性
せい

）とは、自
じ

分
ぶん

の性
せい

をどのように認
にんしき

識しているのか、ということです。
多
おお

くの人
ひと

は「出
しゅっ

生
しょう

時
じ

に割
わ

りあてられた性
せい

」と「性
せい

自
じ

認
にん

（実
じっかん

感する性
せい

）」が一
いっ

致
ち

していますが、
一
いっ

致
ち

せず、自
じ

身
しん

の性
せい

に違
い

和
わ

感
かん

をもつ人
ひと

たちもいます。

SOGI（ソジ）という考
かんが
え方

かた

性
せい
自
じ
認
にん
（実

じっかん
感する性

せい
）

　「SOGI（ソジ）」 とは、性
せいてき

的指
し

向
こう

（S
セ ク シ ャ ル
exual O

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
rientation）と性

せい
自
じ

認
にん

（G
ジ ェ ン ダ ー

ender I
アイデンティティ
dentitiy）

の頭
かしら

文
も

字
じ

をとった言
こと

葉
ば

です。
　「SOGI（ソジ）」は特

とくてい
定の「性

せいてき
的指

し
向
こう

」や「性
せい

自
じ

認
にん

（実
じっかん

感する性
せい

）」である性
せい

的
てき

マイノリティ
の人

ひと
々
びと

のみではなく、多
た

数
すう

者
しゃ

といわれる「出
しゅっ

生
しょう

時
じ

に割
わ

りあてられた性
せい

」と「性
せい

自
じ

認
にん

（実
じっ

感
かん

する
性
せい

）」が一
いっ

致
ち
しているシスジェンダーで異

い
性
せい

愛
あい

の人
ひとびと

々を含
ふく

め、すべての人
ひと

に当
あ

てはまる概
がい

念
ねん

です。

ジェンダー平
びょう

等
どう

を実
じつげん

現しよう！
　ジェンダー平

びょう
等
どう

とは、性
せいべつ

別による不
ふ

平
びょう

等
どう

や
格
かく

差
さ

がなく、平
びょう

等
どう

に権
けん

利
り

や機
き

会
かい

を享
きょう

受
じゅ

できる
こと、性

せいべつ
別に関

かか
わらずあらゆる物

ものごと
事を一

いっしょ
緒に

決
き

めていくことを意
い み

味しています。
　国

こくれん
連が示

しめ
した SDGｓ（持

じ
続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）の中
なか

にも、目
もく

標
ひょう

５として「ジェンダーの平
びょう

等
どう

」があげられています。

「性
せいどういつせい

同一性障
しょう

害
がい

」から
「性

せいべつ
別不

ふ
合
ごう

」へ
　世

せ
界
かい

的
てき

な健
けんこう

康や医
い

療
りょう

など
の課

か
題
だい

について話
はな

し合
あ

う世
せ

界
かい

保
ほ

健
けん

機
き

構
こう

（WHO）
は、「性

せいどういつせい
同一性障

しょう
害
がい

」を、「性
せいべつ

別不
ふ

合
ごう

」と改
かい

称
しょう

し、出
しゅっ

生
しょう

時
じ

に割
わ

りあてられた性
せい

と性
せい

自
じ

認
にん

（実
じっ

感
かん

する性
せい

）が一
いっ

致
ち

しない状
じょう

態
たい

としました。これま
での「精

せいしん
神及

およ
び行

こうどう
動の障

しょう
害
がい

」の分
ぶんるい

類から除
じょ

外
がい

し、
新
あら

たに「性
せい

の健
けんこう

康に関
かんれん

連する状
じょう

態
たい

」の分
ぶんるい

類の中
なか

に位
い ち づ

置付けました。

T Transgender　 トランスジェンダー
　「出

しゅっ
生
しょう

時
じ

に割
わ

りあてられた性
せい

」と「性
せい

自
じ

認
にん

（実
じっかん

感する性
せい

）」が一
いっ

致
ち

しないた
め違

い
和
わ

感
かん

をもつ人
ひと

。
　「出

しゅっ
生
しょう

時
じ

に割
わ

りあてられた性
せい

」は男
だんせい

性で「性
せい

自
じ

認
にん

（実
じっかん

感する性
せい

）」が女
じょ

性
せい

の
場
ば

合
あい

はトランスジェンダー女
じょ

性
せい

、「出
しゅっ

生
しょう

時
じ

に割
わ

りあてられた性
せい

」は女
じょ

性
せい

で「性
せい

自
じ

認
にん

（実
じっかん

感する性
せい

）」が男
だんせい

性の場
ば

合
あい

はトランスジェンダー男
だんせい

性と呼
よ

ばれます。

わたしは男
おとこ
と

女
おんな
の真

ま
ん中
なか
あた

りにいます

わたし
は男

おとこ
と思
おも
う時

とき

もあれば、女
おんな
と

思
おも
う時
とき
もあり

ます

わたしは
男
おとこ
か女

おんな
か決

き
められ

ないし、決
き
めた

くないです

他
ほか

にも、様
さまざま

々な性
せい

の在
あ

り方
かた

があります・・・
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性
せいてき
的マイノリティの人

ひと
たちはどんなことに困

こま
っているだろう？22

　文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

では、いじめの防
ぼう

止
し

に向
む

けた方
ほうしん

針や生
せい

徒
と

指
し

導
どう

の指
し

針
しん

に、性
せいてき

的マイノリティに関
かん

する理
り

解
かい

と学
がっこう

校に
おける対

たいおう
応について示

しめ
しています。こうした動

うご
きの中

なか
で、

最
さいきん

近では性
せい

の多
た

様
よう

性
せい

をテーマとした教
きょう

員
いん

研
けん

修
しゅう

が広
ひろ

く行
おこな

わ
れています。

　最
さいきん

近では、県
けんみん

民や保
ほ

護
ご

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

とした研
けん

修
しゅう

会
かい

や講
こうえんかい

演会
でも性

せい
の多

た
様
よう

性
せい

がテーマにされることが増
ふ

えてきていま
す。また、多

おお
くの自

じ
治
ち

体
たい

では性
せいてき

的マイノリティの人
ひと

々
びと

や
その家

か
族
ぞく

、周
しゅう

囲
い

の人
ひと

々
びと

をサポートするための専
せんもん

門相
そうだん

談
窓
まどぐち

口を開
かいせつ

設しています。

　文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

では、性
せいてき

的マイノリティのこどもに対
たい

する
支
し

援
えん

や対
たいおう

応に関
かん

する参
さんこう

考事
じ

例
れい

を示
しめ

しています。
　しかし、性

せいてき
的マイノリティであるからといって、マニュ

アル的
てき

な、型
かた

にはまった対
たいおう

応をしては、適
てきせつ

切な配
はい

慮
りょ

をし
ているとは言

い
えません。配

はいりょ
慮してほしいことは一

ひ と り ひ と り
人一人

違
ちが

うはずです。必
かなら

ず本
ほんにん

人や保
ほ

護
ご

者
しゃ

の希
き

望
ぼう

を丁
ていねい

寧に聞
き

き
取
と

り、学
がっこう

校としてどのような配
はい

慮
りょ

や支
し

援
えん

ができるのかを
検
けんとう

討する必
ひつよう

要があります。

こどもの頃
ころ
の悩

なや
み

 「ホモ」「おかま」「レズ」などの侮
ぶ

辱
じょく

的
てき

な言
こと

葉
ば

使
づか

い

家
か

族
ぞく

や周
しゅう

囲
い

による、自
じ

分
ぶん

の性
せい

の在
あ

り方
かた

への無
む

理
り

解
かい

体
たいいく

育や部
ぶ

活
かつ

動
どう

で着
き が

替える時
とき

、他
た

人
にん

に体
からだ

を見
み

られることへの抵
てい

抗
こう

感
かん

あ
の
子
っ
て

男
の
子
っ
ぽ
く
な
い
？

じ
つ
は
…

見
ら
れ
る
の
イ
ヤ
だ
な
ぁ
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　厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

では、履
り

歴
れき

書
しょ

の様
ようしき

式を新
あら

たに作
さくせい

成し、性
せいべつ

別欄
らん

を任
にん

意
い

記
き

載
さい

としました。実
じっ

際
さい

に、企
き

業
ぎょう

ではエントリーシートから性
せい

別
べつ

欄
らん

や
顔
かお

写
じゃ

真
しん

をなくす動
うご

きが広
ひろ

まっています。
　和

わ
歌
か

山
やま

県
けん

でも、申
しん

請
せい

書
しょ

などの不
ふ

要
よう

な性
せいべつ

別欄
らん

をなくし、必
ひつよう

要な場
ば

合
あい

であっても男
だんじょ

女の２択
たく

で
はなく、自

じ
由
ゆう

記
き

述
じゅつ

にするなどの工
く

夫
ふう

をするようにしています。

　性
せい

の在
あ

り方
かた

に関
かん

する差
さ

別
べつ

的
てき

な言
げんどう

動を行
おこな

うことは、パワーハラスメントに
該
がい

当
とう

する場
ば

合
あい

があります。
　近

きんねん
年、独

どく
自
じ

の就
しゅう

業
ぎょう

規
き

則
そく

等
とう

に性
せい

の在
あ

り方
かた

に関
かん

する差
さ

別
べつ

禁
きん

止
し

を明
めい

記
き
したり、

相
そうだん

談窓
まどぐち

口を整
せい

備
び
したりする企

き
業
ぎょう

や、積
せっ

極
きょく

的
てき

に研
けん

修
しゅう

や啓
けいはつ

発活
かつどう

動を行
おこな

っている
企
き

業
ぎょう

が増
ふ

えてきています。

　本
ほんにん

人の同
どう

意
い

なく、その人
ひと

の性
せい

の在
あ

り方
かた

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

を第
だい

三
さん

者
しゃ

にむやみに
暴
ばく

露
ろ

することを「アウティング」といい、これはパワーハラスメントに該
がい

当
とう

する場
ば

合
あい

があります。
　最

さいきん
近では、自

じ
治
ち

体
たい

が条
じょう

例
れい

で「アウティング」を禁
きん

止
し

する動
うご

きも出
で

ています。

社
しゃ
会
かい
人
じん
としての悩

なや
み

就
しゅう

職
しょく

活
かつどう

動の時
とき

に迷
まよ

う、エントリーシートの性
せいべつ

別欄
らん

への記
き

載
さい

性
せいてき

的マイノリティを理
り

由
ゆう

とする職
しょく

場
ば

での差
さ

別
べつ

的
てき

言
げんどう

動

性
せい

の在
あ

り方
かた

について、周
しゅう

囲
い

へのアウティング

あなたならどうしますか？あなたならどうしますか？
あなたのこども、あるいは、身

み
近
ぢか

なこどもが同
どうせいあい

性愛を冷
ひ

やかすような発
はつげん

言をしたとき、あなたならどうしますか？

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
性
別
と

同
じ
見
た
目
じ
ゃ
な
い
と

採
用

さ
れ
な
い
だ
ろ
う
な
…

も
う
こ
ん
な
職
場
に

い
ら
れ
な
い
…

ご
、ご
め
ん
…

秘
密
に
し
て
る
の
が

重
く
て
、つ
い
…

親
友
だ
か
ら

打
ち
明
け
た
の
に
…

気
持
ち
悪
い

な
ぁ
…

和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

出
しゅっ

身
しん

。こどもの頃
ころ

から身
か ら だ

体
は女

おんな
、気

き も
持ちは男

おとこ
という自

じ
身
しん

の性
せいべつ

別
に悩

なや
み続

つづ
けた。様

さまざま
々な苦

く
難
なん

を乗
の

り越
こ

え、現
げんざい

在、４児
じ

の父
ちち

であり、「株
かぶしき

式
会
がいしゃ

社真
しん

道
どう

」の経
けいえい

営をとおして、児
じ

童
どう

の発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

や性
せいてき

的マイノリティの人
ひとびと

々
への支

し
援
えん

等
とう

を行
おこな

うとともに男
だん

子
し

選
せんしゅ

手
としてプロボクサーをめざしている。

弁
べん

護
ご

士
し

として活
かつやく

躍するトランスジェン
ダー当

とう
事
じ

者
しゃ

。大
おおさか

阪で「うるわ総
そう

合
ごう

法
ほう

律
りつ

事
じ

務
む

所
しょ

」を経
けいえい

営する。テレビ朝
あさ

日
ひ

「報
ほう

道
どう

ステーション」や NHK「バリバ
ラ」などマスコミにも多

た
数
すう

出
しゅつ

演
えん

してい
る弁

べん
護
ご

士
し

。講
こうえん

演活
かつどう

動等
とう

を通
とお

して、ＬＧ
ＢＴへの理

り
解
かい

を促
そくしん

進し、当
とう

事
じ

者
しゃ

等
とう

多
おお

く
の人

ひとびと
々を勇

ゆう
気
き

づけている。

第
だい

５代
だい

WBC 女
じょ

子
し

世
せ

界
かい

フライ級
きゅう

チャンピオン

真
しん

道
どう

ゴーさん

弁
べん

護
ご

士
し

仲
なか

岡
おか

しゅんさん

性
せい

的
てき

マイノリティで活
かつ

躍
やく

されている素
す

敵
てき

な人
ひと

たち
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◇ 公
こうえい

営住
じゅう

宅
たく

などへ家
か

族
ぞく

として入
にゅう

居
きょ

できる
◇ 病

びょう
院
いん

での面
めんかい

会や病
びょうじょう

状説
せつめい

明が受
う

けられる
◇ 生

せいめい
命保

ほ
険
けん

の受
うけとりにん

取人としてパートナーを指
し

定
てい

できる
◇ 携

けいたい
帯電

でん
話
わ

料
りょう

金
きん

の家
か

族
ぞく

割
わりびき

引がつかえる
◇ クレジットカードで家

か
族
ぞく

カードがつくれる
◇ 家

か
族
ぞく

として福
ふく

利
り

厚
こうせい

生サービスが受
う

けられる　　　など　
※自

じ
治
ち

体
たい

や企
き

業
ぎょう

によっては対
たいおう

応していない場
ば

合
あい

や、反
はんたい

対に宣
せんせい

誓制
せ い ど

度の証
しょう

明
めい

がなくても利
り

用
よう

できる場
ば

合
あい

があります。
◎上

じょう
記
き

のような法
ほうりつ

律や制
せい

度
ど

の導
どう

入
にゅう

により、性
せいてき

的マイノリティの人
ひとびと

々への理
り

解
かい

や権
けん

利
り

保
ほ

障
しょう

に向
む

けて、一
いっ

歩
ぽ

前
ぜんしん

進す
ることが期

き
待
たい

されます。しかし、未
いま

だ性
せいてき

的マイノリティであるという理
り

由
ゆう

で差
さ

別
べつ

を受
う

けたり、本
ほんらい

来のサービス
が受

う
けられなかったりする状

じょう
況
きょう

がみられます。今
こん

後
ご

、他
ほか

にも様
さまざま

々な社
しゃかい

会のしくみを整
ととの

えていくことが必
ひつよう

要です。

社
しゃ
会
かい
の動

うご
き33

性
せい
の多

た
様
よう
性
せい
についての理

り
解
かい
のために

性
せいてき
的マイノリティの人

ひと
々
びと
の権

けん
利
り
保
ほ
障
しょう
のために

性
せい
の多

た
様
よう
性
せい
についての理

り
解
かい
を広

ひろ
めるための法

ほうりつ
律ができました！

現
げんざい
在の日

に
本
ほん
では、婚

こんいん
姻できない性

せいてき
的マイノリティのカップルに対

たい
して、自

じ
治
ち
体
たい
とし

てパートナーシップを認
みと
める証

しょう
明
めい
書
しょ
を発

はっこう
行する制

せい
度
ど
の導

どう
入
にゅう
が進

すす
められています！

「性
せいてき
的指

し
向
こう
及
およ
びジェンダーアイデンティティの多

た
様
よう
性
せい
に関

かん
する国

こくみん
民の理

り
解
かい
の増

ぞうしん
進に関

かん

する法
ほうりつ
律」（令

れい
和
わ
5（2023）年

ねん
6 月
がつ
施
し
行
こう
）

「和
わ
歌
か
山
やま
県
けん
パートナーシップ宣

せんせい
誓制

せい
度
ど
」の導

どう
入
にゅう
（令
れい
和
わ
６（2024）年

ねん
２月

がつ
スタート）

■LGBT理
り
解
かい
増
ぞうしん
進法

ほう
とは

国
くに
や自

じ
治
ち
体
たい
、企

き
業
ぎょう
、学

がっこう
校に対

たい
して、性

せいてき
的指

し
向
こう
やジェンダーアイデンティティの多

た
様
よう
性
せい
に関

かん
する理

り

解
かい
の増

ぞうしん
進を求

もと
める法

ほうりつ
律

基
き
本
ほん
理
り
念
ねん 性

せいてき
的指

し
向
こう
やジェンダーアイデンティティを理

り
由
ゆう
とする

不
ふ
当
とう
な差

さ
別
べつ
はあってはならない

政
せい
府
ふ
に求

もと
められること

基
き
本
ほん
計
けいかく
画や指

し
針
しん
の策

さくてい
定 /施

し
策
さく
実
じっ
施
し
状
じょうきょう
況の公

こう
表
ひょう
/ 学

がく
術
じゅつ
研
けん
究
きゅう
の推

すいしん
進

知
ち
識
しき
の普

ふ
及
きゅう
/ 相

そうだん
談体

たいせい
制の整

せい
備
び
/ 中

ちゅう
央
おう
省
しょう
庁
ちょう
の連

れんらく
絡会

かい
議
ぎ
の設

せっ
置
ち

自
じ
治
ち
体
たい
に求

もと
められること 国

くに
との連

れんけい
携 /理

り
解
かい
増
ぞうしん
進に関

かん
する施

し
策
さく
の策

さくてい
定・実

じっ
施
し

企
き
業
ぎょう
に求

もと
められること 研

けん
修
しゅう
の実

じっ
施
し
/ 普

ふ
及
きゅう
啓
けいはつ
発 /就

しゅう
業
ぎょう
環
かん
境
きょう
の整

せい
備
び

学
がっ
校
こう
に求

もと
められること 教

きょう
育
いく
や啓

けいはつ
発 /教

きょう
育
いく
環
かん
境
きょう
の整

せい
備
び
/ 相

そうだん
談機

き
会
かい
の確

かく
保
ほ

（努
ど

力
りょく

義
ぎ む

務含
ふく

む）
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法
ほうりつ

律上
じょう

で性
せいべつ

別を変
へんこう

更するには・・・
　平

へいせい
成 16（2004）年

ねん
から施

し
行
こう

されている「性
せいどういつせい

同一性障
しょう

害
がい

特
とく

例
れい

法
ほう

」では、性
せいべつ

別を変
へんこう

更する場
ば

合
あい

、右
みぎ

の図
ず

のすべての要
よう

件
けん

を

満
み

たす必
ひつよう

要があります。

　④⑤は手
しゅ

術
じゅつ

が必
ひつよう

要な要
ようけん

件となります。これらの性
せいべつ

別変
へんこう

更の

手
しゅ

術
じゅつ

要
よう

件
けん

をめぐって、④については、令
れい

和
わ

5（2023）年
ねん

10

月
がつ

の最
さいこうさい

高裁で「憲
けんぽう

法が保
ほ

障
しょう

する意
い し

思に反
はん

して体
からだ

を傷
きず

つけられ

ない自
じ

由
ゆう

を制
せいやく

約しており憲
けんぽう

法に違
い

反
はん

している」と判
はんだん

断されまし

た。現
げんざい

在、法
ほう

の見
み

直
なお

しについて議
ぎ

論
ろん

されているところです。

わたしたちにできることは？44

　ALLY とは、英
えい

語
ご

で「同
どうめい

盟」や「味
み

方
かた

」を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

です。LGBT 当
とう

事
じ

者
しゃ

の理
り

解
かい

者
しゃ

や支
し

援
えん

者
しゃ

のことです。LGBT の人
ひと

が最
さいしょ

初にカミングアウトした相
あい

手
て

の多
おお

くが「友
ゆうじん

人」との調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

もあ
ります。性

せい
の多

た
様
よう

性
せい

を認
みと

め合
あ

う社
しゃかい

会を実
じつげん

現するためには、ALLY の存
そんざい

在がとても大
たいせつ

切です。

ALLY（アライ）になろう

うちの職
しょく
場
ば
に

LGBTはいないよね。
このような思

おも
い込

こ
みによる言

げんどう
動は、性

せいてき
的マイノリティ

であることを伝
つた

えにくくしたり、その場
ば

の誰
だれ

かの居
い

場
ば

所
しょ

や安
あんしんかん

心感を奪
うば

ったりしてしまうかもしれません。

「彼
かれ
氏
し
／彼

かのじょ
女はいる？」

と聞
き
く。

好
す

きになる人
ひと

が異
い

性
せい

とは限
かぎ

りません。
多
た

様
よう

な性
せい

的
てき

指
し

向
こう

、また、多
た

様
よう

な生
い

き方
かた

があ
ることを前

ぜんてい
提としましょう。

「男
おとこ
らしく」「女

おんな
らしく」と、

相
あい
手
て
に押

お
し付

つ
ける。

人
ひと

の価
か

値
ち

観
かん

は多
た

様
よう

です。
それぞれの人

ひと
の「自

じ
分
ぶん

らしさ」が大
たいせつ

切です。

レインボーフラッグ
　性

せいてき
的マイノリティのシンボルの 1 つで、6 つ

の色
いろ

を持
も

つ虹
にじ

の旗
はた

が性
せい

の多
た

様
よう

性
せい

を象
しょう

徴
ちょう

するも
のとして、世

せ
界
かい

的
てき

にもよく知
し

られています。当
とう

事
じ

者
しゃ

だけでなく、性
せいてき

的マイノリティを理
り

解
かい

し、
応
おうえん

援する人
ひと

も使
つか

っています。

プライドパレード
　差

さ
別
べつ

や偏
へんけん

見に反
はんたい

対し、性
せい

の在
あ

り方
かた

への誇
ほこ

りを
大
たい

切
せつ

にするとともに、性
せい

の多
た

様
よう

性
せい

を互
たが

いに祝
いわ

う
パレードです。1970 年

ねん
にアメリカのニューヨー

クで始
はじ

まったのをきっかけに、現
げんざい

在、日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

でも広
ひろ

がり、和
わ

歌
か

山
やま

県
けんない

内でも開
かいさい

催されています。

法
ほう

律
りつ

上
じょう

で性
せいべつ

別変
へんこう

更を認
みと

める要
ようけん

件

2
ふ た り

人以
い

上
じょう

の医
い し

師から
「性

せいどういつせい
同一性障

しょう
害
がい

」の診
しんだん

断

① 18 歳
さい

以
い

上
じょう

である
②現

げんざい
在、結

けっこん
婚していない

③未
み

成
せい

年
ねん

のこどもがいない
④生

せい
殖
しょく

腺
せん

や生
せい

殖
しょく

機
き

能
のう

がない
⑤変

へんこう
更後

ご
の性

せいべつ
別の性

せい
器
き

に似
に

た
外
がいかん

観を備
そな

えている

（令
れい

和
わ

6（2024）年
ねん

3 月
がつ

現
げん

在
ざい

）

自
じ
分
ぶん
の言

こと
葉
ば
や態

たい
度
ど
をふりかえりましょう



和歌山県教育委員会
わ か やま けん きょう いく い いん かい

人権学習パンフレット
じん けん がくしゅう

性の多様性と人権
せい た よう せい じん けん

【相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

】 
■性

せい
の多

た
様
よう
性
せい
に関

かん
する専

せんもん
門相

そうだん
談

窓
まど

　口
ぐち

内
ない

　容
よう

日
にち

　時
じ

連
れん

絡
らく

先
さき

LGBTQ 相
そう

談
だん

（県
けん

ジェンダー平
びょうどう

等推
すいしん

進センター）
様
さまざま

々な性
せい

的
てき

指
し

向
こう

や性
せい

自
じ

認
にん

の方
かた

のための相
そうだん

談
毎
まいつき

月第
だい

1 土
ど

曜
よう

日
び

（要
よう

予
よ

約
やく

） 電
でん

話
わ

 073-435-5246
FAX 073-435-5247

よりそいホットライン
（一

いっぱん
般社

しゃだん
団法

ほうじん
人社

しゃかいてき
会的包

ほうせつ
摂サポート

センター）

性
せいべつ

別の違
い わ

和や同
どうせいあい

性愛
などに関

かか
わる相

そうだん
談

24 時
じ

間
かん

（365 日
にち

対
たい

応
おう

）

0120-279-338
※音

おんせい
声ガイダンスが流

なが
れます

ので、「4」性
せいべつ

別や同
どうせいあい

性愛など
に関

かか
わる相

そうだん
談を選

せんたく
択

■専
せんもん
門の相

そうだん
談窓

まどぐち
口ではありませんが、ご相

そうだん
談に応

おう
じています

窓
まど

　口
ぐち

内
ない

　容
よう

日
にち

　時
じ

連
れん

絡
らく

先
さき

県
けん

ジェンダー平
びょう

等
どう

推
すいしん

進センター
人
にんげん

間関
かんけい

係、パートナー、
家
か

族
ぞく

などの相
そうだん

談
火
か

曜
よう

日
び

〜土
ど

曜
よう

日
び

 9：00 〜 20：00
日
にち

曜
よう

日
び

 9：00 〜 16：30
電
でん

話
わ

 073-435-5246
FAX 073-435-5247

こころの電
でん

話
わ

（和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

精
せいしん

神保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

センター内
ない

）
こころの健

けんこう
康に関

かん
する

様
さまざま

々な問
もんだい

題や悩
なや

み
月
げつ

曜
よう

日
び

〜金
きん

曜
よう

日
び

 9：30 〜 12：00
　　　　　　  13：00 〜 16：00

電
でん

話
わ

 073-435-5192
FAX 073-435-5193

はあとライン
（和

わ
歌
か

山
やま

県
けん

精
せいしん

神保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

センター内
ない

）
生
い

きづらさなどを抱
かか

え
ている方

かた
の相

そうだん
談

24 時
じ

間
かん

（365 日
にち

対
たい

応
おう

） 電
でん

話
わ

 0570-064-556
FAX 073-435-5193

教
きょう

育
いく

相
そうだん

談電
でん

話
わ

（和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

）
児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

からの相
そうだん

談
月
げつ

曜
よう

日
び

〜金
きん

曜
よう

日
び

 9：00 〜 12：00
　　　　　　  13：00 〜 17：00

電
でん

話
わ

 073-422-7000（和
わ

歌
か

山
やま

市
し

）
電
でん

話
わ

 0739-23-1988（田
た

辺
なべ

市
し

）

人
じんけん

権ホットライン
（公

こうえき
益財

ざい
団
だん

法
ほうじん

人和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

人
じんけん

権啓
けいはつ

発センター）
人
じんけん

権に関
かん

する相
そうだん

談 月
げつ

曜
よう

日
び

〜金
きん

曜
よう

日
び

 9：00 〜 16：00 電
でん

話
わ

 073-421-7830
FAX 073-435-5421

県
けんじん

人権
けん

局
きょく

人
じんけん

権に関
かん

する相
そうだん

談 月
げつ

曜
よう

日
び

〜金
きん

曜
よう

日
び

 9：00 〜 17：45 電
でん

話
わ

 073-441-2563
FAX 073-433-4540

海
かいそう

草振
しんこう

興局
きょく

 地
ち

域
いき

づくり部
ぶ

 総
そ う む

務県
けんみん

民課
か

人
じんけん

権に関
かん

する相
そうだん

談 月
げつ

曜
よう

日
び

〜金
きん

曜
よう

日
び

 9：00 〜 17：45 電
でん

話
わ

 073-441-3344
FAX 073-423-9269

那
な

賀
が

振
しんこう

興局
きょく

 地
ち

域
いき

づくり部
ぶ

 総
そ う む

務県
けんみん

民課
か

人
じんけん

権に関
かん

する相
そうだん

談 月
げつ

曜
よう

日
び

〜金
きん

曜
よう

日
び

 9：00 〜 17：45 電
でん

話
わ

 0736-61-0006
FAX 0736-61-0007

伊
い

都
と

振
しん

興
こう

局
きょく

 地
ち

域
いき

づくり部
ぶ

 総
そう

務
む

県
けん

民
みん

課
か

人
じんけん

権に関
かん

する相
そうだん

談 月
げつ

曜
よう

日
び

〜金
きん

曜
よう

日
び

 9：00 〜 17：45 電
でん

話
わ

 0736-33-4900
FAX 0736-33-4916

有
あり

田
だ

振
しん

興
こう

局
きょく

 地
ち

域
いき

づくり部
ぶ

 総
そう

務
む

県
けん

民
みん

課
か

人
じんけん

権に関
かん

する相
そうだん

談 月
げつ

曜
よう

日
び

〜金
きん

曜
よう

日
び

 9：00 〜 17：45 電
でん

話
わ

 0737-64-1257
FAX 0737-64-1256

日
ひ

高
だか

振
しん

興
こう

局
きょく

 地
ち

域
いき

づくり部
ぶ

 総
そう

務
む

県
けん

民
みん

課
か

人
じんけん

権に関
かん

する相
そうだん

談 月
げつ

曜
よう

日
び

〜金
きん

曜
よう

日
び

 9：00 〜 17：45 電
でん

話
わ

 0738-24-2936
FAX 0738-24-2906

西
にし

牟
む

婁
ろ

振
しん

興
こう

局
きょく
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ち

域
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づくり部
ぶ

 総
そう

務
む

県
けん

民
みん

課
か

人
じんけん

権に関
かん

する相
そうだん

談 月
げつ

曜
よう

日
び

〜金
きん

曜
よう

日
び

 9：00 〜 17：45 電
でん

話
わ

 0739-26-7909
FAX 0739-26-7962

東
ひがし

牟
む
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ろ

振
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局
きょく
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ち

域
いき

づくり部
ぶ

 総
そう

務
む

県
けん

民
みん

課
か

人
じんけん

権に関
かん

する相
そうだん

談 月
げつ

曜
よう

日
び

〜金
きん

曜
よう

日
び

 9：00 〜 17：45 電
でん

話
わ

 0735-21-9650
FAX 0735-21-9636

令
れい

和
わ

6（2024）年
ねん

4 月
がつ

配
はい

布
ふ

和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

教
きょう

育
いく

庁
ちょう

 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

局
きょく

 人
じん

権
けん

教
きょう

育
いく

推
すい

進
しん

課
か

〒640-8585 和
わ

歌
か

山
やま

市
し

小
こ

松
まつ

原
ばら

通
どおり

一
いっ

丁
ちょう

目
め

1  TEL：073-441-3719　FAX：073-425-6450
＊これまで発

はっ
行
こう

してきた人
じん

権
けん

学
がく

習
しゅう

パンフレット（本
ほん

パンフレットを含
ふく

む。）の内
ない

容
よう

などを県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

のホームページに掲
けい

載
さい

しています。ご活
かつ

用
よう

ください。

お問
と
い合

あ
わせ

作
さく
成
せい
協
きょう
力
りょく

協
きょう
　　力

りょく
株
かぶしき

式会
がいしゃ

社真
しんどう

道　

代
だい

表
ひょう

取
とり

締
しまり

役
やく

　橋
はしもと

本　浩
ごう

（真
しんどう

道　ゴー）

環境に優しい植物油インキを
使用しています。

かんきょう やさ しょくぶつゆ

し よう

うるわ総
そうごう

合法
ほうりつ

律事
じ

務
む

所
しょ

弁
べん

護
ご

士
し

　仲
なかおか

岡　しゅん
特
とくてい

定非
ひ

営
えい

利
り

活
かつどう

動法
ほうじん

人チーム紀
き い

伊水
すいどう

道

理
り じ

事長
ちょう

　倉
くらしま

嶋　麻
ま り な

理奈

岡
おかやまだいがく

山大学学
がく

術
じゅつ

研
けん

究
きゅう

院
いん

保
ほ

健
けん

学
がくいき

域

教
きょう

授
じゅ

　中
なかつか

塚　幹
みき

也
や


